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1B− 2 トウP ウソウepiph ソiious　budの 形成を用い 仁壕・驪 ・
陸物質撫

　　　　　　　　　　　
゜

飯鰡 1レ橘本繖．（理 研 ・生物誠験）

　トウロ ウソウ （βrcrσphcr　ilttort　CαiLyciれ uca1）は柔縁の notc　hに芽の原甚芝．有し、業が植物体
laltい … る聴 で｛嚥 ≧の繭 誠 尉 ることなく爾 淀 の糀 で軅 し勧 るカ・

・
、職

植maヵ・ ら刎 鮒 と・この継 は厳 繝 始し謝 EB ・ ・piph＞・li。・s　b・d ）を砿 する ．

ここの 芽1まやカぐマ薦乏して
一一
纏1の耡 体となる。

　撒 は業の n 。士Gh を含む麟 盞堵養すること t〈a リ・芽の原基の 成長に慈 ’ て、芽の 形成に関
与する生理活性物質の輪 幺赱蘇 し兼・ ≧り灘 は、艮蜘 の齣 ホル　f＿ン K対レてイ也り搬
親 は撫 聯 燧 示 しは 爾 物朏 物か らこ の 被 ・・鵬 瀦 鏘 っ 分画 職 フ ク、esZL）る。

切 肋 糠 鰍 ル で、・K珈 派 鰍 ・坪 行な 。 た，切 肋 切 咄 し淋 あ てEB 碗

鰡 畏K は差姓 じな賜 で滴 便さか らコ ・しクボラ イ dlskと し衛 参抜 く赫 を湘 礁

明籍 で匙 ・疑 蹄 恥 齪 知 ま忽 うな 呵 で 磁 臘 耀
・
下衡 なうこ Zl 、した 。

　EB の弄彡庇過程を・夷櫞 微 鏡’f で観聚ざ れる形態r変イ匕CceSv マ図ノの．様lc7 フ の s七a8e に 分

嗾 こり stα8e謝 雇 B繊 り糧 化蜘 な… こ枇 よ・ 彿 秘 ・系田・・
い 就 豸彫

成雌 蜩 飜 するたU…pMig ・郵 駐 棚 した ． さ駄 こ穐 磯 1・雄 醐 麟 イ立と しr。 。

　diskの直経 体9鰯 tSよ に み い てsta3e の進行 K 差がな い が し ユ、さい diskでは芽が
・
ふ ミ くなるり

で
’
sta8・噸 帆 i（＜くなる・麟 直侭 伽 （融 物搬 ．iXi・爾 翊 ・ ・た．皺 1まst・S・ の

鰭 に多燭 響レ 形懃 ソ匕1てはRagL　r“Vl ． 通 常・3b ％ い は2訛 楕 な。 た．　Sucr。6e
はst蠏 の進知 ・嬲 せ ず ホ労 ン ド莱で鱶 靴 st・8・雌 郁 多婢 妨 れた．轍
瞰 橘 単な祕 娵 ♪ ζ 縮 ・K 鍼 （抽齣 の齪 はα・睡 ee・2。）桁 なうこと 瓧 た．

　葉ヵ嚆すぎるとstα8e遷1行の 出だ とが遵れ、誇い とstq3eがすでに 1や21（な っ てい るの で、

s｝しoot の上部の葉で大．きくなりきフ た毛の 圭用い ることに した。notch の位置が勲 ）元．の方では

stαg雌 徊 出観 磁 れるが 、中央よ 噛 で腑 飼 勧 な奴 乏の 部舷 肺 る 〜2tf、1： した。

　轍 法ま用 い て櫞 亦ル乞ンの 効果ま調べた．IAAは ぽとんど影響止ずbし5以上 で脚 鵬

的とな ワ、kine七inは主Kst2 〜 qを・腿 し、ABA は st．o 〜 1で限害的で
・
そね 民上では影響がな

く・GA ・は s士α9・の嫉 赱隣 は ウて・弋・9・− 3 で鯑 砺 ， た。トウ・ウ・ウ、　Pe・等の αcet。he

袖ぬ物か ら守・｝生・酉勧些分画 を取 リTLC娘 o頒 Lたもの 左本灘 でtestし．阻害話 ’陸．を特っ 幾
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つ か のZ。ne 蠕 た。 茎に癒 ・てい るk （お い 窃 の原勘 厳 が雌 ．

てい る〜とは生体内にお ける鵺 困子の嬢 示浚し、轍 法で1植物　
轟

の枇 物かち阻窘活佳嶽 こと は之の点1（：お い て意義があると老規 營
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図 2 。s七αge進彳予の  盞象
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